
平成２５年度第１回奈良県社会教育委員会議報告書（概要）

１ 日 時 平成２５年１０月８日（火）１０：００～１２：００
２ 場 所 奈良県文化会館第２会議室
３ 出席委員 飯田喜代視 池田誠也 大寺和男 岡田龍樹、岡本真寿美 高柳忠夫

谷本 忍 戸尾之子 山本有加里 計９名（敬称略）
４ 内 容

(1) あいさつ 奈良県教育委員会 冨岡教育長
(2) 委員紹介
(3) 議長・副議長選出（議長：飯田委員 副議長：中島委員）
(4) 議 事
① 平成２５年度奈良県社会教育関係事業の概要について
② 地域の教育力を高める具体的施策及び方向性について
ア 地域と共にある学校づくり及び家庭教育啓発チーム
「きらら １４０」

イ 学校・地域パートナーシップ事業を発展させる取組に
ついて

ウ 地域教育・家庭教育向上の取組について

５ 委員からの主な意見について

【学校・地域パートナーシップ事業等への意見】
○ 学校・地域パートナーシップ事業は、ぜひ進めてほしい。地域に開かれた学校を目指
すのであれば、いろいろな意見をもつ人が学校に入り、子どもたちと地域の人が顔見知
りの関係になることが大切であるが、学校の理解を得にくいことも多い。学校・保護者
・地域が意見を出し合い、共有できるところから１歩ずつ取組を進め、１０～２０年の
長期にわたる目標を設定することが必要。こういう活動は是非とも継続して取り組んで
ほしいし、協力していきたい。高校生にできることも多い。そんな体験を積み重ねで良
くなることもたくさんある。

○ 奈良モデルに取り組むメリットをアピールするため、数量的に成果を計れるものを県
として示すことが望ましいのではないか。各学校がどの部分に重点的に取り組むとよい
かを確認できるメルクマールとなるものを示すことが必要。

○県教委が進めている取組が学校現場の負担になってはいけない。規範意識等の課題解決
を図る活動を行う前に、十分に論議することが必要。身近なことから、学校の実態に合
わせた取組を進めることが大切で、県教委は学校現場を丁寧にサポートしてもらいたい。

○ 規範意識の低さに対して、まず親の規範意識を高めなければならない。そのためには、
学校・地域パートナーシップ事業の趣旨が保護者に十分に伝わっていないのではない
か。学校の課題や取組の方向を積極的に保護者にアピールしていかないと。広報活動に
努めてもらいたい。

○ もっと学校から呼びかけてもらわないと、学校に行きにくい。学校からもっと発信し
ていく必要がある。学校が何をしようとしているのか、わかりにくい。

○ 学習指導要領に「地域や学校の実態等に応じ、家庭や地域の人々の協力を得るなど家
庭や地域社会との連携を深めること」が示されており、それに基づいた取組であること
を共通に認識しておきたい。

【規範意識の形成について】
○ 規範意識の形成には、幼児期は基礎的なことを獲得していく時期。しかし、一番大切
である幼児期に獲得すべきものを獲得できていないといった「幼児期の空洞化」がある
ように思う。小中高をつなぐ、県が進める「学校コミュニティ（＝奈良モデル）」の仕組
みは大変素晴らしい。今後は、保育園・幼稚園と小学校・中学校との連携を大切にして
もらいたい。

○ 将来、子どもが後悔しないため、家庭と共に、幼稚園の時期から小学校・中学校と規
範意識を高めていく活動をしてほしい。悪循環を断つための工夫が必要。子どもは将来、
親になる。

○ 今の子どもたちは、同学年の友達との交流はあるが、年長者との触れ合いが少ないよ
うに思う。昔は、遊びの中で年長者からルールのようなことをいろいろと教えてもらい、
その中で規範意識も形成されたと思う。厳しいことを教えていくことも必要。

○ 子どもたちが活動している様子を見ていると、奈良県の子どもの規範意識がそんなに
低いようには感じられない。一方、保護者の意識を変えることは大変。

○ 規範意識については、「言われたことをきちんと守る」ことよりも、「自分たちでルー
ルを考えていく」子どもを育てることが大切ではないのか。

【その他意見】
○ 事業計画について、事業実施結果をこうした機会に示して、その結果を次につなげる
ようにする会議であってほしい。

○ 保護者や校区内の地域の方が、もっと学校に入っていただきたい。
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平成25年度奈良県社会教育委員一覧
(五十音順)

(任期　平成25年6月1日～平成26年5月31日)

所属分野

1

2

京都教育大学

奈良県ＰＴＡ協議会

学識経験者

学校教育関係者

奈良県高等学校ＰＴＡ協議会 社会教育関係者

奈良県地域婦人団体連絡協議会

ガールスカウト奈良県連盟

奈良県公民館連絡協議会

奈良大学

天理大学

奈良県人権教育推進協議会

奈良県体育協会

奈良県社会教育委員連絡協議会

家庭教育関係者

社会教育関係者

社会教育関係者

学識経験者

社会教育関係者

社会教育関係者

社会教育関係者

学識経験者

学校教育関係者

社会教育関係者

学識経験者
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